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が，火輪の形態等から推測すると，古くても 15 世紀中頃，多くは 16 世紀以降に位置づけられそう
である。同様な類例として，白兎身干山砂丘出土の宝篋印塔・五輪塔群がある（小谷 1983）。古墳
時代のクロスナ層を覆う新砂丘砂上に 200 基近く存在したという石塔群は，15 世紀中葉〜16 世紀末











































































 黒褐色砂層（東壁④～⑦層，西壁②～⑦層）は標高約 4.8ｍの地点から厚さ約 30cm で堆積してお
り，最も厚いところでは約 60cm ある。土質は細砂である。クロボク層由来と考えられる径１cm 程
度のシルト質ブロックが混じる。この層からは縄文時代～近世，近代の遺物が出土した。 
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 今回の調査では，土器や石器等およそ 800 点の遺物が出土した。多くはかく乱層である黒褐色砂
層から出土した小片であるが，クロボク層から出土したものもある。 
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